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講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　原発事故後は、以前にも増して医師に放射線の
知識が求められるようになったように思います。
放射線の知識を持った医療人の育成に貢献できれ
ばと考えています。

スタッフ紹介スタッフ紹介

教授  石川　徹夫

　当講座は、放射線による人体の被ばく線量に関する調査研究を行う講座として2013年8月に開設されま
した。原発事故由来の放射線を含め、身の回りの放射線による被ばく線量をより的確に評価するため、環境
から人体に至るまでの様々なパラメータについて調査研究を行っています。

私立桐蔭学園高等学校（神奈川県）卒業
平成 元 年 東京大学工学部卒業
平成12年 博士（医学）取得（広島大学）
研究分野  
 1 ）放射線測定
 2 ）被ばく線量評価

1 . 県民健康調査・基本調査（事故後初期の外部被ばく線量
評価）の支援
2 . 原発事故後の放射性物質の環境動態調査及び被ばく線量
評価
3 . 自然放射線による被ばく線量の評価

スタッフ紹介スタッフ紹介

私立麻布高等学校（東京都）卒業
平成13年 東京大学工学部都市工学科卒業
平成15年 東京大学大学院工学系研究科都

市工学専攻修士課程修了
平成18年 東京大学大学院工学系研究科都

市工学専攻博士課程修了
臨床専門分野
１）リスク学
研究分野
１）各疾病や放射線被ばく、化学物質など
のリスク評価と費用効果分析
２）Well-being、幸福度、Quality of lifeの評価
３）リスク認知とリスクコミュニケーション
趣味：BBQ、日本酒准教授  村上　道夫

　私たちは、日々、さまざまなリスクの中で暮らしています。多種多様なリスクがあるために、リスクを最
小限にするのは必ずしも容易ではありません。リスクを避けるための行為が、別のリスクを大きくすること
があるからです。また、私たちは、安全で健康的な社会を目指すと同時に、心豊かで文化的な社会も築く必
要があります。当講座は、安全や健康に関するさまざまなリスクを想定し、評価し、そのための対策を判断
する科学を深めるとともに、私たちが互いに考え、課題解決に向けた道筋を探していく社会の構築に向けて
貢献します。

講座・部門紹介

研修医、臨床医入学時の研究分野
　講座の主な研究内容に関連し、自身が興味を持ち、科学
的意義があり、社会に役立つ研究テーマがあれば何でも構
いません。

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
 医学に重点を置きつつも、工学、心理学、社会
科学、看護学などの分野の枠を超えた学際的な研
究を進めています。今の社会に役立ち、1000年
先の人類のための知見につながり、自分が興味を
もってやれることを研究テーマとしています。

講座・部門の主な研究内容
 1 ）マルチプルリスクの評価と諸対策の費用効果分析
 2 ）対策などがもたらす幸福度獲得の評価
 3 ）リスク情報の提示とリスクの認知や受容度、信頼感、
リスクコミュニケーションの関係の解明

 4 ) ポジティブ心理学と認知行動療法の知見に基づく、心
身のヘルスプロモーション

健康リスクコミュニケーション学講座
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